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大津市瀬田南公民館自然観察講座
こんぜの里(栗東県民の森)一金勝寺ハイキングコースの秋の草花

こんぜの里(栗東県民の森)ー金勝寺ハイキングコースの秋の草花

2006年10月21日

江南和幸

瀬田南公民館秋の自然観察講座は、今回栗東市の南に広がる金勝山山麓から頂上に広

がる、栗東県民の森にて、秋の植物の観察開を行った。参加者は25名であった。山頂付

近の金勝寺まで自動車道路が整備されてはいるが、中腹の道の駅にてパスを降り、ハイ

キングコースをゆっくりと散策し、秋の草花を観察した(写真 1)。滋賀県は、北かう日

本海型植物が進入し、中央部は瀬戸内海気候の影響を受けた植物が生育し、さらに南ヘ

下ると、東海地方の植物群が顔を見せ始める。金勝山付近には、東海型植物である、ヨ

シノアザミの変穫スズカアザミが顔を見せるなど、わずかの地域の違いで植物相が変わ

ることを、手に粘るスズカアザミの琶を触り主主がら勉強した。また、滋賀県には比較的

多いが、京都、大阪では奥山に行かないと見うれ芯い、ビャクダン科のツクパネを見つ

け、正月の羽つきの羽にそっくりの実を見つけ感心した(写真2)。

付 9月20日、 10月ア目の下見のおりに見つけた植物リスト

主之型 アキノキリンソウ、アキノノゲシ、アメリカセンダングサ(茎が細く紫色を帯

びる)、オオオナモミ(実にかぎ状の練があり、衣服に取り付く。ただし外来種。在来種

のオナモミは消えつつある)、オタカラコウ、ガンクピソウ，力ンサイタンポポ、キクイ

モ(花びらが13枚以上ならキクイモ、9枚程度ならイヌキクイモ。中間型もある。芋は

キクイモのほうが大きい)、キッコウハグマ、 コウヤボウキ、コセンダングサ(花はアメ

リカセンタングサに似て舌状花がないが、茎はやや太く緑色)、 コメナモミ、シュウブン
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ソウ、スズカアザミ(琶がやや粘るので、よく似たヨシノアザミと区別できる)、セイタ

カアワダチソウ、セイヨウタンポポ、タカサブロウ、ダンドボロギク(若芽はシュンギ

クに似た昧で食べられる。)、ヂシパリ、二ガナ、ノコンギク(種子の周囲を冠毛が取り

巻く)、八キダメギク、ヒメムカシヨモギ(外来種だが、いたるところに繁殖)、ヒヨド

リパナ、フキ、ベニバナボロギク、ヤクシソウ、ヤブタバコ、ヤマシロギク(イナカギ

ク 舌状花は隙聞なくつく)、ヨモギ

圭主ユ21主 ツリガネニンジン、ツルニンジン

オミナエシ科 オトコ工シ(オミナエシに似た白い花。別名敗醤は腐った醤油の臭いに

よる)

スイ力ヅラ科 ガマズミ、コックパネウツギ、コパノガマズミ、夕二ウツギ、ツクパネ

ウツギ、ニワトコ、ムシカリ

Z亭主担 アカネ、クチナシ、ツルアリドウシ、八シ力グサ、フタパムグラ、ヘクソカ

ツラ、ヤエムグラ

ll11三型オオバコ

キツネノマゴ科キツネノマゴ

ゴマノハグサ科。ミゾホオズキ、ミヤマママコナ

エミ担。イヌホオズキ、クコ

之半担アキチョウジ、イヌコウジユ(紅紫色花鋸歯が目立たない。葉表面微毛)、力

キドウシ、ヒメジソ(紅紫色花、白色花もある 鋸歯が目立つ)、トウパナ (茎の周りを

小さな赤紫の花が密集して取り巻く)

クマツヅラ料。クサギ、ムラサキシキブ、ヤブムラサキ

ム三立主主主 ミズタビラコ

斗己主21益。アケボノソウ、センブリ、ツルリンドウ

王立主.::G品。イボタノキ、ヒイラギ

王ユぷ圭起エゴノキ

!J，:f_乙主主主 クロパイ

主主乙主主証 マメガキ、ヤマガキ、力キ(植栽)

ヤブゴウジ料 ヤブコウジ

半半平担 アクシパ(可愛い赤い実は食べられる)、アセビ(有毒)、イワナシ(初夏の
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緑色の実は酸っぱくて美昧しい)、ウスギヨウラク、力クミノスノキ(赤黒い実は食べら

れる)、コパノミツバツツジ、スノキ(黒い実は食べられる)、ナツ八ゼ(黒紫の実はブ

ルーペリーの仲間で美昧しい)、ホツツジ(有毒)、モチツツジ

斗.222i品リョウブ

三三圭担アオキ、ミズキ

♀!1且セリ、ノチドメ

立三王担 ウコギ、ウド、コシアブラ、タカノツメ、タラノキ

?1JJ¥T型ア力パナ

ジンチョウゲ料ガンピ、

圭之之型キブシ

込主μ型 タチツボスミレ、二ョイスミレ、シ八イスミレ(秋の狂い咲きが見られた)

オトギリソウ料 オトギりソウ

半4圭到。サカキ、チャノキ(ちょうど花が咲き始め。)、ヒサカキ、ヤブツバキ

豆之之正直。サルナシ、マタタビ

之と2J1工ビヅル、サン力クヅル、ノブドウ、ツ夕、ヤブガラシ

クロウメ干ドキ料。イソノキ

ツリフネソウ料。ツリフネソウ

主主Z邑 ウリカ工デ、ウリ八夕、力工デ、タカオモミジ、ヤマモミジ(葉が大きく、葉

のふちのぎざぎざが粗い)

三ツパウツギ科。ゴンズイ(黒い種子をつつむ赤い鞘が美しい)

二主主主担 コマユミ、ツルウメモドキ

王乏乙主担。イヌツゲ、ウメモドキ、ソヨゴ、タマミズキつ

♀ム主自 ツタウルシ(猛毒の汁に注意)、ヌルデ、ヤマウルシ、ヤマハゼ

トウダイグサ料 アカメガシワ、エノキグサ、二シキソウ(外来種のコ二シキソウは葉

に斑点がある)

ζぷLよ王監 ヒメハギ

三且与型マツカゼソウ、イヌザンショウ、カラスザンショウ

フウロソウ料 I ゲンノショウコ(紅色と白色の花がある)

~三組カタバミ
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三三組 イタチ八ギ(クロパナ工ンジユ。造成地の地固めに各地で槙えられた外来種)、

クズ、コマツナギ、ナツフジ、ヌスビトハギ(在来種は豆が2つ。これに対し外来種で

開く地にはびこるアレチヌスピト}¥ギ一つの鞘には豆が5つ以上入る)、ネコハギ、ネム

ノキ(秋になると薄い豆の鞘がi~ïう下がる)、ノアズキ(黄色花)、ノササゲ(黄色花で

豆の鞘がきれいな紫色)、フジ、マルパハギ(花が葉の脇に固まり花後が汚いのが欠点)、

メドハギ、ヤハズソウ、ヤブマメ(紫花)、ヤブマメ(紫花)、ヤマハギ(花は葉の脇か

らやや長い柄の先に連なり美しい)

L.G.l主 ウラジロノキ、ウワミズザクラ、カマツ力、キンミズヒキ、クサイチゴ、クマ

イチゴ、ダイコンソウ、ナガパモミジイチゴ、ナワシロイチゴ、二ガイチゴ、フユイチ

ゴ、ヘビイチゴ、マルパフユイチゴ(コパノフユイチゴ)、ミヤコイバラ、ヤマザクラ

ユキノシタ科 イワガラミ、ウツギ(ウノハナ)、クサアジサイ、コアジサイ、ノリウツ

ギ、ユキノシタ

22L圭担クロモジ、シロダモ

王之μ与担サネカツラ、シキミ、タムシパ、ホオノキ

ツヅラフジ科'アオツヅラフジ(力ミ工ピ)

Z之ζ;担アケビ、ミツバアケビ

キンポウゲ科 ウマノアシガ夕、セン二ンソウ、ボタンヅル

工工主三担ハコベ

ヤマゴボウ科・ヨウシユヤマゴボウ

L主担。イノコヅチ、ヤナギイノコヅチ(葉が細い)

Z主立担シロザ

li担 イタドリ、イヌタデ、ギンミズヒキ(ミズヒキの臼花)、八ナタデ、ボントクタ

デ、ミズヒキ、ミゾソパ

ビャクダソ科 ツクパネ

4三2立並アオミズ、カラムシ、ア力ソ(葉先が三つに分かれる)、コアカソ(根元が

木質化)、

之.2ll 力ナムグラ、クワクサ、コウゾ

二μ起工ノキ、ケヤキ

ヱ之IIアカガシ、アラカシ、ウラジロガシ、コナラ、クIJ、ツクパネガシ、ミズナラつ
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1ll__S，_L圭担 ヒメヤシャブシ、ヤシャブシ

之ム主主主 オニグルミ

主三工工組ヤマモモ

ヱエ王邑タチヤナギ

と之2主主主 ドクダミ

三主主主 シュンラン

之三.2ti王立 ミョウガ

ヤマノイモ科ヤマノイモ

ドナfツバナ科 ヒガンバナ(すでに花はない)

ユ!1主主 キチジョウソウ、サルトリイバラ、シオデ、ショウジョウパカマ、チゴユリ、

ネジバナ、ノギラン、ホソパジャノヒゲつ ヤブカンゾウ、ヤマラッキョウ(可愛い紫

色の花が特徴。麓の田んぼの畦に咲く。)

半三之立並ツユクサ

力ヤツリゲサ科 ツルカミ力ワスゲ、ナキリスゲ、ヤマイ

4主主主 アキメヒシパ(全体に葉が少なし))、アシボソ(ひょろひょろと長く茎を出す)、

アプラススキ、イトススキ、工ノコログサ、キン工ノコ口、コメヒシパ、コブナグサ、

ササガヤ(繊細で穂には細い毛がある)、ササクサ(実の先端に二つに分かれた細い針が

あり、衣服や靴下にまといっく)、ススキ、スズメノヒ工、チカラシパ、チジミザサ、ヌ

力キビ(穂先が垂れ下がる。よく似たオオクサキビは外来種で、全体に大型、葉鞘に毛

がない)、ムラサキ工ノコ口、メヒシパ(葉の裏、葉鞘に毛が多い)、メリケンカルカヤ

(名前の通り外来種)、タナカミザサ(ミヤコザサの地方種で、クマザサと異なり、葉の

縁が枯れない美しい葉が特徴。)、 ヤダケ

.l::...L主担ヒノキ

三主主主 スギ(金勝寺の指定名木がある)

コウヤマキ科 コウヤマキ(金勝寺の指定名木 200年以上)

三半担。アカマツ、ウツクシマツ(県民の森)、モミ

三圭担イヌマキ

4ヱ孟2ll:イチョウ

之_2llH イヌガンソク、イノモトソウ、ウラジロ、オオキジノオシ夕、、クラマゴケ、ジ
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ウモンジシ夕、、シケシダ、シシガシラ、ゼンマイ、ノキシノブ、べ二シダ、ヘピノネゴ

ザ、フユノハナワラビ、ヤブソテツ、ヤブソテツ、ワラビ

他多数

三之盟オオミズゴケ、ジャゴケ(ゼニゴケに似ているが、湿った岩上に生える)

他多数

写真1 金勝山ハイキングコースで見つけた秋の色つ

写真2 正月の羽つきの羽にそっくりのツクパネの実に感心。
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